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図1 ハンガリー農業の粗生産と純生産の推移  
資料：IvenBenet，“AgriculturalPolicyLessons”  
却砲弾勿れ弛極東融点跡抜，Vol．76，1998，p．111．  
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2．社会主義時期のハンガリー農業   
改革以降ハンガリー農業の変化を分析する前に、まず改革以前、つまり社会主義時期  
の農業発展と農業生産状態を見ておく必要がある。  
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表1 ハンガリー農業生産協同組合の発展  
生産協同組合農場  国営農場  個人農場軋5ha以上）   土地面積  
時点                農場数  組合員数  農地面積  うち家庭農園  農場数  農地面積  農場数  農地両棲  農地  耕地  
（個）  ー（千人）  （千haト   （千ha）  （千個）  （千ha）  （千個）  （千ha）  （千b）  （千ha）   
1949年中  1290   10   54（0．7）   0．0   キラ2  8■14（11．0）－  1441  6538（88．3ト  7406  5年97   
1953年中  3758  300  1660（22．8）   83．5   4由 1274（17．5）  4344（59．7）  7278  5500 
1954年ヰ  畠273  19ト  1207（18．6）   77．2  7277  5500   
1956年中  3911  ■295  1479（20．5）  114．9  7214  5452   
1956年末  1617   96  545（7．6）  466  2075（28．8）  1350  4594（63．7）    5452   
1958年末  2755  139：  871（12．2）  1493（21．0）  1366  4752（66．8）  7116  5378  
1959年末  4158  548  2014（28．3）  1330（18．7）  1156  3765（53．0）  7109  5373   
1960年末  4507  955  4192（58．7）  528．0   336 1270（17．8）  串45  1679（23．5）  7141  5313   
1961年束  4205  1115  5313（75．0）  666．0   270  1427（20．1）  160  344（4．9）  7084  5220   
1974年末  1917  951・  由94（78．0）  590．7   153  1028（15．2）  460（6．8）  ■6783・  5144   
1989年  1245  5204（80．3）  136  936（14．4）  344（5．3）  6484  4713   
薫苧～う㌔塊窟書誌虞品窟控覧品・粘逮岩芸岩、p・159、p・169とp・286、及び文献［7］のp・162による0  
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あった。主な改革を示すと、以下のような項目があった（5）。   
①農塵物価格の引上げ1966年に9％、1968年に8％、そして1970年には7．6％の引  
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業、団体、個人、誰に対しても自由に販売できるようになった。   
③経営範囲の拡大 協同組合の経営範囲はこれまで諸般の理由で作物生産と家畜飼育  
だけに限定され、農機具修理、農産物加工等閑連部門の経営さえ許されなかった。1967  
年にその制限は解消され、協同組合は農産物加工等の製造業や建築業、サービス業など  
を多角経営できるようになった。   























表2 協同組合の経営土地とその所有構成  
経営  所有者構成（％）  
年次   
（千ha）      国家  集団  組各員  部外者  計   
1968  5481  27．7  0．，1  55．3  16．9  100．0   
1973  5526  5．6  41．8  声2．6   0．0  100．0   
1975  4．4  44．7  50．9  00  100．0   
1980  3・4  51．6  45．0  0．0  100．0   
1985  4．0  、56．7   39．3  0．0  100．0   
1989  5204  3．8  61．1  35．1  0．0  100．0   
資料：文献［1］のp．214と文献［7］のp．163による。  
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協同組合の所有地は使用地の41．8％を占めるようなった（表2を参照）。   
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表3 戦後ハンガリー農業成長率の変化  
粗生産額指数（％）  農畜産物生産量（万t）  
時期  合計   耕種業   畜産業   穀物   肉感   
1950  100．0   100．0   100．0   声51．2   83／9   
1960  120．，0（1．84）  121．0（1．92）  118．0（1．67）  696．0（，2．36）  107．0（2．46）   
196ト65  125．8（1．59）  123．2 
1966－70  145．8し2．99）  143．8（3．14）  148．2（2．72）  8．30．1（4．02）  12由．7（2．51）   
1971－75  169．8（3．09）  163．8（2．64）  1ケ乳6（3．92）  1140．3（6．56）  168．2 
1976－80  195」8（2．89）  179．6（1．86）  219．0（4．05）  1263．3（2．07）  197．1（3．23）   
198ト85  219」0（2．26）  199．6（2．13）  246．4（2．39）  1442．4（2．69）  226．6（2．83）   
1986「90  217．4（－0．15）  196．4（－0．32）  2年6．4（0．00）■  1428∴4（－0．19）  227．4（0．07）   
1991－95  －158．2（⊥6．16）  149．4（－5．32）  172．6（丁6．87）  1145．6（－4．‘32）  160．6（－6． 
莞警ら竃笈撒：garianCentralStatisticalOffice），StatisticalYearbookofHungary1997，p・13‾  
註：（）内の数値は対前期の年平均成長率を表す。  
2．3）集団農業の問題と農業生産停滞（1982～89年）   
しかし、順調に伸びていたハンガリー農業は1980年代に入ってから限りが見え始めた。  
農業粗生産と耕種作物生産額は1982年に、畜産生産額は1984年にピークに達し、一市場化  
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表4 農業粗生産額、生産費、付加価値率の変化  営にとって大きな負担と  






項  自   
1961～  1966～  1971～  1979～  1983一－  
I965  1970  1975  1982  1987   
粗生産指準（％）  100    137  167  174  
生産費指数（％）  100  125  165  
付加価値比率（％）′  52   46   42  34   33   














1980  g55  1g60  1965  1970  75  
（8）1956～82年   
1979  1984  柑89  柑94  
（b）1979～97年  
図2 農産物価格条件の変化  
資料：HCSO，Siaめtical陥a血okd助ng叩1997と文献〔4〕のp．89と文献〔6〕のp．159。  
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3．柑89年以降の体制転換と土地私有化   
農業、工業生産の停滞局面を打開するため、ハンガIj－は1988年に当時の社会労働党  
政権の下で、他の東欧諸国に先駆けて経済改革を始めた（17）。  
3．1）民主フォーラム連立政権の農政方針   
さらに、1990年春に行った総選挙で、与党社会労働党は第4党に転落し、民主フォー  
ラムが中心に、独立小地主党とキリ、スト救民主人民党の3党による連立政権が成立した。   
新政府は発足当日に施政方針というべき国家再生プログラムを発表した。その中で、  
農業政策に関して、次のように宣言した。  



















社会・経済環境を作り出したいと考え、‥・ 、所与の条件下で効率的に耕作する能力  
－85－   

































定められていた（23）。   
各農場で指定された補償用地は、即元の所有者に返すのではなく、競売を通じて返還  
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。   
一方、協同組合の持つ土地以外の動産、不動産に関しては、集団農場移行法または各  
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個人の労働参加の度合いを基準にしなければならないと定められた（移行法、第10条）。   






















に、家族農業を開始・拡大したい人が増えたなどやむをえか一事情による。   
いずれにせよ、上記法律の実施により、ハンガリー農業の組織構造は大きく変化した  
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表5 ハンガリー農林漁業における各種経営体数の変化  単位：個  
国営農場  株式会社  持株会社  協同組合  合名企業   単独経営  零細農家    LimitedLiability  JointStock   Limited  Sole，  Small  
年次                               StateFarms  Companies  Companies  Co－OperatlVeS  Partnerships  Proprietors  FaI・mers   
1989   139  1333  1435000   
1990   147  1348  1410000   
1991   150  13  2804  139細00  
1992   154   162革   45  16如  3784   1450000 
1993   91   2434   109   1972  1179   1018000   
1994   36   3140   171   2048   2369   22493   1201000   
1995   33   3636   186   2117   2624   29976  
1996   24  3805   191   1930   2733   22682  
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表8 近年における農地所有構造の変化  単位：1000ha  
年次  法 人  協同組合  個 人   計   
1994  1164（18．7）  2306（37．1）  2740（44．1）  6210（100）   
1995  1087（17．6）  1887（丸5）  3206（51．9）  6180（100）   
1996  10帥（17．6）  1749（28．3）  3346（54．1）  6185（100）   
1997  967（15．6）  1612（26．0）  3616（58．4）  6195（10P）   
資料：HCSO．Statistical  営農場、 詣露0韻岩屋紆駕篭認諾覧名  註：1．法人には、国  t■Hノーlヽ ▼， ■▽■ヽ   ■■－■‾■ ■  企業等を含む。  
2．（）内の数値は構成比を示す。   
表7 ハンガリー個人農家の土地所有と利用（1994年）  単位：1000ha  
土地所有釆源   所有地の用途   経営土地釆源   
89年以前の所有地 683（31．5）  賢し出し 883（40．7）  借り入れ178（12．2）   
以降の補償返選地607（28．b）  
その他の配分地・879（40．5）  
計  2169（10q．0）．   
芝苧（：謂よ姦志完結糸。  
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こうして、民主フォーラム連立政権の4年間、ハンガリー国民経済も農業生産も発展  
ところか、減退さえしていた。特に農業生産に関して、強引ともいえる反協同組合的な  






























































レート換算、25．6ドル）程度のものであった（46） 。ようやく1994年に民主フォーラム政権  
が社会労働党政権に交替し、それに伴ってハンガリーの農業政策は私有化、市場経済化  
の一筋から農業振興と国内生産者保護に主眼を置くようにをった。その年に、農産物輸  
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年 次   補助金  市 介入  亘の他  計   
1980－90  45．3  
19  52．4  
1990  55．0  
1991  2¢．8  1．0  9」5  38．2   
1992   26．9  7．3  5．9  3や．1   
1993  25．5  6．6  17．1  49．2 
1994  35．0  6．7  30．0  76．7   
1995  45．1  2．5  21．9  由．5   
1鱒6  44．0  5．0  43．7  92．7   
1997  42．3  
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表9 ハンガリーの人口と1人当たり年間所得、食料消費量の変化  
所得指数   実質食  主要食料消費量  
年次      畢指数           人口   名目  実質   肉魚  牛乳  如  坤脂  穀物  砂嘩  ジャガ芋  野菜   
（％）  （％）  （％）  、（kg）  （kg）  （個）  （kg 
1960  49  114  160  ，24  136，  27  98  99¢   
1970  19・  64  81  60  110  247  28  128  34  75  1032  
1980  40  87  91  74  166  317  31  115    61  80  1071 
1985  61  94  80  183  327  34  111  36  55  1060   
1989  100  10P  100  81  190  364  39  112    55  1042   
1990  127  98  92  76  170  389  39  110  38  61  83  1038   
1991  1  96  89  74  168  358  37  103  35  56  1036   
1992  199  93  ■91  76  160  339    106  40  56‘  1034  
1993  232  89  88   71  145  368  37   98  36  60  1031   
1994  284  91  ■86  70  141  340  38   92   35  59  1028   
1995  346  87  80  66  133  300  37   89  38  61  92  1025   
1996  428  87  79  63  138  270   36   86  40  67  90  1021   
1997  514  88  79  63  136  270  36   88  38  66  88  1017   
資料：HCSO，StatisticalYearbookofHungary1997による．   
表川1980年以降ハンガリーにおける物価指数の変化  単位：％  
消費者物価指数  農産物  
年 次           買付価格  農用資材 価格  農業交 
1980  100  100  100   100  100  100  100  100  10d  100   
1985  139  146  124   146  144  148  136  121   132   91   
1989  215  249  2b2  229  241  206  162   177   92   
1989  100  100  100   100  100  100  100  100  100  100   
1990  129  123  121   128  1豆9  126  135  28  146   88  
Ⅰ99ト  174．  163  159   231 二185  17白  165  127  193   66 
1992  14  2  1β2   33   23も  225・  二97  138  208   66   
1993  2  233  2d2   398  286  27白  254  164  250   66  
1994  311  271  226   444′  芦40  335   314  205  295   69   
1995  399  326  280   667  33  422  411  260  365   71   
1996  493  410  333   883  544■  5由  483  334  512   
1997  584  486  362  1147  632  636  567  379  589   64   
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表11ハンガリーの農産物貿易の変化  単位：百万ドル、％  
輸出先碍成比（％）  
年次  鱒入   輸由額  
農産物 貿易革字      EU12  CEFTA  其他野中l  ‥其他地域   
1965  295（19）  355（24） 60   
1970、  ‘394（16）  ・544（24）  150   
1975  ′800（11）  1396（23）  596   
1980  1071（12）  1991（23）  92   
19鱒  731（9）  1846（22）  1115   
19由  591（7）  1724（18）   34．6  1133   
1990  606（7）  1916（20）   36．7  1310 
1991  665（6）  2639（26）   43．8   4．9  1974   
1992  659（6）  2652（25）   41．9   7．2   44．5   6．4   1993   
1993  799（6）  1973（22）   44．8   8．4   39．0   7．8   1174   
1994  1059（7）  2305（22）   43．8   9．3 40．6   6．3   1246   
1995  976（6）  2900（23）   43．3   10．6   37．3   軋8   1924   
1996  940（5）  2746（17）   47．3   14．4   26．9   11．4   1806   
1997  1鵬7（5）  2849（15）   40．6   16．9   30．8  Il．7   1762   
薫苧（‥謂遁走詔娼読警志鮎竃財諸芸梁よ16］のp・16による0  
としたら、1991年に66までに急減し、94年、95年に一旦70前後に回復したが、1997年現  





12によると、1989～97年間に農業機械総馬  表12 農業生産投入の変化  
年次  農業 機械   化学肥料  有機  
肥料    計  N  P  K   
（千甲）  （千t）  （千t）  （千t）  （千t）  （万t）  
1980               7461  1399  537  390  472  1248   
1985  8407  1337  558  3芦5  444  
1989  8395  1221  583  266  372  
990  8300  671  358  127  186  1205   
1991  7088  221  160  24′  37  
1992  6739  178  144  14，  20  
1993  6045  29  152  24  33  
1994  5405  311  243  26．  4軍  
1995  632  247  191  9  27  482   
1996′  4451  270  203  34  33  398   









資料：HCSO，StatisticalYearbook of Hun－  
gary1997による．   
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5．むすび   
以上、われわれは、社会主義時期と経済改革時期の二つの時期に分けて、戦後ハンガ  




業を堅持しながら、協同組合農場の社 会的・経済的自主性を尊重し、物質的なインセン  
ティブを強化したこと、協同組合農場の農外兼業を奨励したことは、1980年代以降中国  
における国営企業の改革と農村工業の奨励政策に彷彿させられるものであり、社会主義  






















てしまった。   
第4に、性急な土地私有化政策に弱体化されたハンガリー農業を一層弱らせたのは、  
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注   
1）文献［1］のp．52～88を参照。  
2）文献［1］のp．137－139による。  
3）1957年に政府の買付価格は28．5％上昇した。この年に強制供出制度も廃止されたので、大量   
の農産物が傑出価格の約3倍に当たる契約買付価格で買い上げられた。両者の効果を合わせる   
と、この年に政府調達農産物価格は実質的2倍に上昇した。文献［4］、p．91による。  
4）文献［3］のp，66による。  
5）以下の改革内容に関して、文献［1］のp．203～226と文献［3］のp．65－80を参照。なお、   
以下に示す項目以外に、負債返還の免除、原価償却基金の創設、協同組合地域連合会と国家委   
員会の設立等の改革も行われていた。  
6）例えば、普通集団農場の生産計画は組合総会で決定されるが、当時の状況では固からの「信   
用」支援なしには実行できず、地方自治体が計画を承認した後にしか信用が認められなかった。   
文献［1］のp．205を参照。  
7）文献［3］のp．71を参照。  
8）新しい保証月給制では組合員の所得は二つの部分から成っていた。第1の部分は保証給料に   
相当するもので、予想分配所得の80％を目途に毎月1／12ずつ現金で支払われた。そして第2の   
部分は年末になって協同組合の経営状況によって決められる、いわば保証のない年間配当金で  
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あった。なお、分配方式の変化に伴って、会計上組合員に支払う給料が納税前の生産コストと   
して計上されるようになった。文献［1］のp．222による。  
9）なぜなら、これまでは農業しか経営できなかったため、集団農場に継続的な雇用機会が不足   
していた。雇用不足の為、一部の組合員は村から去り、一部の人は村や協同組合に残ったが、   
得られる所得が少ないことで集団労働への参加意欲が湧かなかった。従って、経営範囲の拡大   
はまず雇用・所得の機会を増やし、所得が増加すれば、労働者の忠誠心や日常的な労働態度も   
好転したのである。  




13）しかも、機械・化学工業の未発達が背景にこれらの工業品は値段が高く、かつ多くは欧米諸   
国からの輸入に頼っていた。  
14）平泉氏によると、その背景には1979年以降の経済引き締め政策があった。ハンガリー経済は、   
第1次石油ショックの後、対外交易条件の感化に苦しめられ、慢性的な貿易赤字状態に陥り、   
それが1974～78年間に巨額の対外債務をもたらした。これらに対処するため、1979年以降投資   
抑制と補助金削減を中心とする総需要抑制政策を取るようになった。農業に対して、農産物買   







20）具体的に、補償率の確定に逓減方式がとられ、20万Ftまでの損害に対しては100％補償する。   
損害額が20万Ftを超えると、20－30万Ftの範囲については50％、30～50万Ftについては30％、   
50万Ft以上については10％、の補償率が適用される。そして全部を合計して、1家族への補   
償総額は最大500万Ftまでと上限が切られている。損害補償法第4条による。  
21）1870年代にハンガリーで農地所得税を導入する際、課税の基準用に土地の肥沃度を表す単位   









1989年以降法律上では組合から土地を持ち出すことが認められたけれども、自発的に土地を持   
ち出し、組合から脱退した人が少なく、持ち出した農地も2万haしかなかったからである。文   
献［6］のp．244を参照。  
28）文献［7］のp．165による。  
29）実例として、文献［6］のp．30～31を参照されたい。なお、損害補償証券は1金コロナ当た   
り1000Ft分が交付されるが、もし最低競売価格1金コロナ500Ftで買取れば、かつて協同組合   
に1haの土地を提供した人は2haを買い戻せることになるので、当然競売に参加したくなる。  
30）文献［6］のp．244～245による。  
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31）文献［7］のp．166による。  
32）文献［8］のp．78～79によると、損害補償の大半を終えた1992年末まで、組合員総数の約  
1／6の人が、組合資産の1／6を以て個人或いはグループで組合を去った。しかし彼らの中で個人   
農業を始めた人の数はもっと少なく、組合の現役労働者数の6－9％程度、平均経営規模は5   
ha前後、6割が専業農家、4削がパートタイム農家という。  





37）例えば、平泉氏によると、特に年末に組合は収益がなく分配できないと、外部オーナらは組   
合総会に出て、分配はどうなるのだと追求し、収益配分がないなら、今ある資産を彼らに分け   
与え、組合にそれを買い取れと要求してくる。また、協同組合には「仕事がないため、組合員   
の中でも実際協同組合に仕事に就ける人は20％に過ぎなくなってしまった。残る人は持ち分権   
があるが、労働報酬を貰うことができなくなっている。その場合は、現役の人は若干でも収益   
が上がると、経営を発展させるために次の投資に向けようとするが、仕事のない人、年金生活   






42）例えば、食品工業のうち、国営企業が75％を占め、後の25％も殆どが国営農場や協同組合の   
所有であった。  
43）例えば、文献［7］のp．180－181によると、1994年未に国営食品卸売り企業11個のうちの7   
個、また国営小売企業40個のうちの34個が私有化された。それより一年先の1993年に卸売り部   
門では20．5％、小売り部門では32．4％の資本は外国人所有となった。また1994年に食品産業総   
資産のうち、32％はハンガリー国民の個人所有、38％は外国投資家所有となった。  
44）文献［8］のp．74による。  
45）輸出補助金について、これまでは対ソビエト等のルーブル貿易は全農産物貿易に大きな比重   
を占め、そのルーブル貿易に対して多額の補助金が支払われた。80年代末以降、CMEA及び   
ソ連の崩壊を背景に、農産物貿易はCMEA諸国とのルーブル貿易からCMEA以外の国とのド   
ル貿易へと大きく構造転換した。この貿易構造の変化も、輸出補助金の削減の一因となった。   
詳細は文献［9］、［12］と［13］を参照。  
46）文献［17］のp．9による。  
47）この制度は中小規模（労働者数60人以下）の農場を対象に、施設や土地改良などの基盤整備   
を行う場合に事業費の40％を補肋し、また農業機械等生産資材を購入する場合に、購入資金の   
50％について無利子融資（期間5年）を行い、さらに銀行融資を受ける場合、その利子の50％   
を補助するものであった。文献［17］のp．9による。  




51）文献［16］のp．9による。なお、文献［9］のp．7によると、輸出補助金の主な受益者は農   
業生産者ではなく、輸出業着であった。両者への配分比率は10～20％対80～90％という。  
52）文献［9］のp，18による。  
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